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　当会では村及び県社会福祉協議会等から様々な事業を受託し、地域福祉・高齢者福祉をはじ
めとした社会福祉活動の充実に努めてきました。
　引き続き村政振興目標の「明日が待ち遠しくなるような、ワクワクする楽しい飯舘村を目指
して」に寄与できるよう、様々な事業に取り組んでいき、次の10年に向かって「互いに支え合い、
安心して暮らせる福祉の村づくり（地域共生社会）」を進め、「一人一人に寄り添い・我が事と
して」更に「今から・これからも」を胸に、新たな支援につながる事業に積極的に取り組むこ
とはもとより、現在の各種事業・活動を再考し社協本来の事業の展開と充実を図ってまいりま
す。
　また、村内での活動の継続と充実を図りながら村内外においても見守り訪間（個別支援）や
お茶のみ会（地域支援）への活動支援、生活支援ワゴン運行事業により村民の買い物等を支援
するとともに、いいたてクリニックやサポートセンターへの送迎などを、運行内容を見直しな
がら継続します。加えて、新たな村民（U・I・J ターン）への見守り活動、生活支援などに積
極的に取り組み、継続実施します。

№ 事　業　名 趣　旨・目　的

１ サポートセンター
　「つながっぺ」運営事業

サロン（健康体操やレクリエーション等を通
した交流）を開催し、村民の孤立防止や介護
予防を図ります。また、見守り訪問活動を通
して日常生活に対する相談・支援を行います。

2 コミュニティ形成事業

高齢者等の村内での日常生活支援（外出、買
い物、片付け、掃除、草刈り、雪かき等）を
住民同士で支え合い、安心して暮らせる地域
づくりを目指します。

3 家族介護支援事業

高齢者等を自宅で介護している家族（介護者）
を対象に介護者同士の交流と研修を通して心
身のリフレッシュや介護の質の向上を図りま
す。

4 生活支援相談員配置事業

避難先で村民が安心して自立した生活が送れ
るよう、見守り相談活動（個別支援）や住民
同士のつながりや交流の促進を図るためサロ
ンの開催・支援（地域支援）を行います。

5 日常生活自立支援事業
　（あんしんサポート事業）

高齢者や障がい者など、ある程度判断能力の
ある方に対し、日常的金銭管理や書類等預か
りサービス等を行い、自立した生活が送れる
ように支援します。

6 生活福祉資金貸付事業
低所得者世帯や障がい者、高齢者世帯に対し
て、経済的自立と生活の安定を目指し、資金
の貸付と必要な相談支援を行います。

令和８年度事業計画について令和８年度事業計画について

令和８年度運営方針について（一部抜粋）令和８年度運営方針について（一部抜粋）
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№ 事　業　名 趣　旨・目　的

7 広報事業

地域福祉や社協に対する理解や関心を高める
ために、社協事業の紹介や報告、関係団体の
活動紹介等の広報活動に努めます。また、ホー
ムページの管理及び更新等も行います。

8 心配ごと相談事業
日常生活を送る中で心配ごとなどの相談を受
付け、助言するとともに、必要に応じて弁護
士等に引き継ぎ、解決を図ります。

9 地域ボランティア活動事業

ボランティア活動を通して村民が暮らす地域
や社会、日常生活のさまざまな生活課題の解
決を目指しながら村民の生活をより豊かにで
きるように支援します。

10 生活福祉用具・車両
貸出事業

高齢者や障がい者等に福祉車両や車イスを貸
出すことで日常生活が円滑に行えるように支
援します。また、交流の場を作るためにレク
リエーション用具等も貸出し、引きこもりの
防止を図ります。

11 福祉活動団体助成事業
住民の福祉増進のために、村内福祉団体の育
成及び活動の推進を図り、活動資金を助成し
ます。

12 福祉チャリティー祭り事業

関係団体やサークル等が協力・連携し開催、
各団体の活動紹介や成果の展示・発表、作品・
物品等の販売、バザー、模擬店の運営等を通
して、村民相互の交流を深める場を提供する
とともに村の復興に寄与します。【開催予定
日：10 月 25 日（日）】

13 地域サロン支援事業

介護予防体操（いきいき百歳体操）による健
康の保持やサロン等を行政区等で開催し、交
流を深め、支え合い、助け合って住み慣れた
地域で健康で安心して生活できるように支援
します。

14 放射線相談支援事業
日常生活や健康上の不安や問題の中で放射線
に関する相談活動・支援を行い、不安解消、
心身の健康維持に努めます。

15 生活支援ワゴン運行事業

高齢者（交通弱者）支援のために、生活支援
ワゴン車を運行し、川俣町や南相馬市での買
い物（月・水・金）やいいたてクリニックへ
の送迎（火・木）、他の曜日等は村役場や道
の駅、金融機関等の送迎を行います。（無料
です）
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収入 支出

収入 支出

令和８年度予算について令和８年度予算について

【支出の部】

受託金収入受託金収入
(80.1%)(80.1%)

事業費支出事業費支出
(15.2%)(15.2%)

事務費支出事務費支出
(13.6%)(13.6%)

人件費支出人件費支出
(69.7%)(69.7%)

負担金支出 (-%)負担金支出 (-%) 予備費 (-%)予備費 (-%)

助成金支出(0.2%)助成金支出(0.2%)

積立資産支出積立資産支出
(1.0%)(1.0%)

拠点区分間拠点区分間
繰入金支出繰入金支出

((--%)%)

経常補助金収入経常補助金収入
 (17.9%) (17.9%)

受取金利息受取金利息
配当金収入 (-％ )配当金収入 (-％ )

サービス区分サービス区分
繰入金収入繰入金収入

(0.6%)(0.6%)

サービス区分繰入金支出サービス区分繰入金支出 (-%)(-%)

事業収入 (-％ )事業収入 (-％ )

会費収入（0.5%）会費収入（0.5%）
その他の収その他の収入入 (-％ )(-％ )

拠点区分間拠点区分間
繰入金収入 (0.1%)繰入金収入 (0.1%)

寄附金収入寄附金収入
(0.8%)(0.8%)

※�主な事業は、県や村の委託を受けて事業を実施しています。また、皆さまからの会
費や共同募金会からの配分金（令和７年度赤い羽根共同募金）が活用されています。

16 わくわく健康づくり事業

避難先での介護予防体操（いきいき百歳体操）
による健康の保持や、サロン開催等によりコ
ミュニティ形成を図り、支え合い、助け合い
安心して生活が送れるよう支援します。

17 地域活動支援センター
　「なのはな」運営事業

地域において障害のある方が気軽に立ち寄
り、創作活動やレクリエーション活動などを
通して日中の居場所づくりや生きがいづくり
ができる場を提供します。

№ 事　業　名 趣　旨・目　的

科　目 金　額 ( 円 )
会費収入 600,000
寄附金収入 1,000,000
経常補助金収入 23,046,000
受託金収入 103,297,000
事業収入 96,000
受取金利息配当金収入 50,000
その他の収入 20,000
拠点区分間繰入金収入 75,000
サービス区分繰入金収入 790,000

収入合計 128,974,000

科　目 金　額 ( 円 )
人件費支出 89,126,000
事業費支出 19,543,000
事務費支出 17,592,000
助成金支出 280,000
負担金支出 295,000
積立資産支出 1,273,000
拠点区分間繰入金支出 75,000
サービス区分繰入金支出 790,000

支出合計 128,974,000

【収入の部】
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令和８年度組織体制について令和８年度組織体制について

　令和８年度の組織体制は、部門ごとに職員を配置し、事業を展開しています。各部門の主な　令和８年度の組織体制は、部門ごとに職員を配置し、事業を展開しています。各部門の主な
業務（事業）内容は、次のとおりです。※【新】新規採用職員業務（事業）内容は、次のとおりです。※【新】新規採用職員

会
　
　
長
　
志
　
賀
　
清
　
一

副
会
長
　
長
谷
川
　
花
　
子

事
務
局
長
　
菅
　
野
　
純
　
子

総
　
務
　
部

総
　
務
　
部

大内 龍太郎（事務局次長兼福祉活動専門員）/ 安齋 香（主任事務員） 
赤坂 眞由美（事務員）/ 高橋 英樹（事務員）【新】

○法人運営事業　　　　　　　　○コミュニティ形成事業
○日常生活自立支援事業（あんしんサポート）
○生活福祉資金貸付事業　　　　○広報事業（社協だより）
○心配ごと相談事業　　　　　　○地域ボランティア活動事業　
○生活福祉用具・車両貸出事業　○福祉活動団体助成事業
○福祉チャリティー祭り事業　　○団体事務局

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
部

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
部

●サポートセンター「つながっぺ」
　大内 龍太郎（センター長）/ 塩田 久美子（主任サロン支援員） 
　齋藤 京子（副主任サロン支援員）/ 古山 ユディタ（サロン支援員）
　林田 優美佳 ( サロン支援員 )/ 齋藤 貴司 ( サロン支援員 )【新】

●地域活動支援センター「なのはな」
　大内 龍太郎（センター長）/ 木幡 美喜（主任兼サロン支援員） 

●生活支援ワゴン運行
　緑川 史子（生活支援ワゴン運行主任）
　飯樋 善弘（生活支援ワゴン運転手）

○サポートセンター「つながっぺ」運営事業
○地域活動支援センター「なのはな」運営事業
○生活支援ワゴン運行事業

生
活
支
援
相
談
員
部

生
活
支
援
相
談
員
部

佐藤 照子（主任兼生活支援相談員班長）
佐藤 光子（副主任兼生活支援相談員班長）
佐藤 喜美枝（放射線支援相談員班長兼生活支援相談員班長） 
高野 昌紀（生活支援相談員）/ 志賀 正人（放射線支援相談員） 
杉岡 　睦（放射線支援相談員）
庄司 美郷（生活支援相談員兼避難者地域支援コーディネーター）

○生活支援相談員配置事業　○放射線相談支援事業
○地域サロン支援事業　　　○わくわく健康づくり事業
○家族介護支援事業

・老人クラブ連合会 ・民生児童委員協議会 ・日本赤十字社分区 
・赤十字奉仕団 ・身体障がい者福祉会 ・共同募金委員会
・ボランティア連絡協議会

【連絡先：0244-42-1021】

【連絡先：0244-26-5207】

【連絡先：0244-42-1021】

➡

〔令和８年４月１日現在〕〔令和８年４月１日現在〕
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お知らせ①

　飯舘村サポートセンター「つながっぺ」では、令和 8 年 3 月30 日 ( 月) より利用曜日を変
更いたしました。
　今回の変更により、曜日による利用人数の偏りを解消し、送迎等をよりスムーズに行えるよ
うになりました。また、「他の地区の方とも交流したい」という利用者さんの要望にも応えたい
と考えました。
　皆さまには、大変ご不便をおかけいたしますが、ご理解ご協力のほどよろしくお願いします。
引き続き「つながっぺ」ご利用を職員一同お待ちしております。

　飯舘村社会福祉協議会では、村から委託を受け『飯舘村地域活動支援センター』
を運営しております。同センターは、地域において障がいのある方が気軽に立ち寄り、
創作活動やレクリエーション活動などができる福祉施設で利用者同士交流しながら
活動しています。利用については以下のとおりで、詳細は、お問い合わせください。

◎開 所 日：毎週火曜日・木曜日（年末年始・祝日はのぞく）
◎時　　間：午前１０時～午後３時（時間内はいつでも利用可）
◎場　　所：いいたてクリニック内（飯舘村伊丹沢字山田 380）
◎利 用 料：無料
◎送　　迎：あり（村内のみ）※無料（電話で予約をお願いします）
◎昼　　食：お弁当を注文出来ます。（自己負担）また、持参も可能です。
◎問合せ先：TEL 080-5849-8157

地域活動支援センター『なのはな』で一緒に活動してみませんか？

飯舘村サポートセンター 「つながっぺ」飯舘村サポートセンター 「つながっぺ」
ご利用曜日の変更についてご利用曜日の変更について

月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日
関沢

小宮

飯樋町

前田八和木

比曽

長泥

八木沢芦原

上飯樋

大久保外内

佐須

関根松塚

蕨平

前田

草野

伊丹沢

大倉

宮内

深谷

臼石

二枚橋須萱

【令和７年度の様子】
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お知らせ②

　当協議会では、村から「生活支援ワゴン運行事業」を受託し、買い物等に利用できる
ワゴン車を下記のとおり運行しています。皆様のご利用をお待ちしております

　東日本大震災で特に被害の大きかった双葉郡５町村及び飯舘村は帰還が進まず、新たな
地域コミュニティづくりが課題となっている中で、福島県共同募金会では、被災した地域
のコミュニティ形成の一助となるように、交流事業や支援活動に対する助成を行います。
　１５名以上で構成されている団体で、双葉郡内及び飯舘村で実施する地域コミュニティ
活動や交流事業を対象に以下の活動を助成します。

　1 回の応募につき１０万円から（参加人数に応じて変動）とし、活動に要する物品費、弁
当茶菓代、印刷費、通信費、講師謝金等に活用できます。申請用紙は、村社会福祉協議
会で準備しておりますので多数のご応募お待ちしております。
　また、詳細は福島県共同募金会『https://www.akaihane.or.jp/』のホームページ
をご覧いただくか、村社会福祉協議会へお問い合わせください。

○運 行 日：月曜日から金曜日（祝祭日を除く）※土曜、日曜は休止
○対 象 者：帰村している方（原則運転ができない方・運転が不安な方）
○利用方法：ご利用を希望される日の 2 日前までにご予約ください。
○利 用 料：無料
○こんな場所に行きます

①複数人の乗り合わせのため、希望の出発や到着の時間に添えないことがあります。
②予約日の前日にお迎えの時間を連絡いたします。

（連絡先：飯舘村サポートセンター「つながっぺ」0244-26-5207）

曜　日 行　先

月 お買い物…南相馬市（ジャスモール）コース
村内（役場・道の駅・美容院・金融機関・ハシドラッグ飯舘店・他等）

水・金 お買い物…川俣町（スーパー・ホームセンター他）コース
村内（役場・道の駅・美容院・金融機関・ハシドラッグ飯舘店・他等）

火・木 いいたてクリニック
村内（役場・道の駅・美容院・金融機関・ハシドラッグ飯舘店・他等）

生活支援活動 見守り・訪問、家事援助、子どもの学習支援等
サロン活動 健康づくりの支援（パークゴルフ等）、生きがいづくりの支援等
季節の行事 お花見会、盆踊り大会、いも煮会、クリスマス会等
住民交流事業 各種コンサート・講演会・復興イベントの開催等

買い物等のワゴン車をご利用下さい！

令和８年度赤い羽根 「被災地住民支え合い活動令和８年度赤い羽根 「被災地住民支え合い活動
助成事業」 の応募を受け付けしています助成事業」 の応募を受け付けしています
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心配ごと相談を開催します心配ごと相談を開催します

〜老人クラブ連合会からのお知らせ〜〜老人クラブ連合会からのお知らせ〜

ありがとうありがとう
ございましたございました

いいたて社協だより「わくわく」は、みなさまからの会費により発行しております。

編集後記

編集・発行：社会福祉法人 飯舘村社会福祉協議会
〒960－1803 福島県相馬郡飯舘村伊丹沢字伊丹沢 571 陽だまりの家
TEL：0244 － 42 － 1021　FAX：0244 － 42 － 1040　メール：hidamari@iitatesyakyo.com
ホームページ：https://iitatesyakyo.com/

令和 8 年度が始まり、今年度も各種事業を展開
しています。その中で、広報事業「社協だより」

“わくわく”については、平成 17 年 5 月に第１号が発行され、今回
で 100 号を迎えました。これまで約 20 年以上にわたり、社協事業
の出来事やお知らせなど様々な情報をお届けしてきました。
　今まで「社協だより」“わくわく”に関わっていただいた多くの村
民のみなさま、関係者のみなさまに感謝し、心から御礼申し上げま
す。これからも当協議会事業を通じて、村民のみなさまの様子等をお届けできるよう
に今後職員一同一丸となって取り組んでまいりますのでよろしくお願いいたします。

お知らせ③

飯舘村社協

弁護士法人鈴木芳喜法律事務所による法律相談を開催します。相談は無料です。
　○日　時…６月 19 日（金）午後１時 15 分から午後３時まで
　○場　所…飯舘村社会福祉協議会
　○相談員…弁護士法人鈴木芳喜法律事務所弁護士
　○予　約…村社会福祉協議会にお申し込みください。
　○申し込み期限…６月 16 日（火）まで

　県老人クラブ連合会では、「しあわせ金婚夫婦表彰」を実施します。該当する方は各地
区の老人クラブ、または村社会福祉協議会までお申し込みください。
○対象者：昭和 51 年 1 月 1 日～昭和 51 年 12 月 31 日に結婚された方
　　　　　　　( 前回まで届出をされていない方も該当します ) 
○申込締切：令和 8 年 6 月 30 日（火）まで

●ご遺志によるご寄付　
▶渡邊　文夫 様（故 渡邊ハルミ 様）　▶渡邊　茂弘 様（故 渡邊　茂與 様）
▶松下　　健 様（故 小林　利雄 様）　▶只野　知之 様（故 只野　智恵 様）
※令和 8 年 3 月 1 日から令和 8 年 4 月 30 日まで掲載しています。

あたたかい善意に心から感謝いたします

～結婚５０年の記念すべき金婚式を迎える皆さん、おめでとうございます～～結婚５０年の記念すべき金婚式を迎える皆さん、おめでとうございます～
しあわせ金婚表彰

令和８年５月 20日	 いいたて社協だより	 第 100 号
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